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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

色素分子が高密度に密集した溶液または液体状態において，複数の分子間に広がる
集団励起状態を実現するための分子設計指針の確立，及び集団励起状態が拓く新た
な光機能性の創出を目指す。

実験
Experimental

サリチル酸メチル(MS)誘導体で観測された集団励起に由来する光学特性は，高濃度
溶液中で安定な会合体が形成されることにより発現する。本年度、会合体の安定化
に寄与する部分の特定，また，より安定な会合体形成のためのアンカーの種類の選
択，更には安定性向上による吸収・蛍光波長制御の可能性，を念頭に置き，様々な
アンカーを連結させたMS誘導体の合成を試みた。

結果と考察
Results and Discussion

MSへの炭素数４以上の直鎖炭化水素鎖の連結が会合体由来の特徴的なスペクトル
を与えることを見出し，またC4~C7鎖では分子液体を得た。C4~C7のMS液体の呈
色や蛍光特性は、液体中に不均一に存在する局所的な会合構造に由来することを証
明した。これまで液体中の不均一構造の存在は実験および理論の両面から議論され
てきたが、アルコキシ鎖連結MS液体の不均一構造は、液体の光学特性に多大な影
響を与える初めての例である。
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